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研究成果の概要（和文）：本研究では、日本語焦点助詞（も、は、さえ等）に関わる現象を分析する。本研究が
特に論じるのは、焦点助詞はどのようにして焦点要素と関連づけられるのか (Kuroda 1965, Aoyagi 1998等) と
いう問いである。この問いは、Kuroda (1965) 以来、重要な問いであり続けてきたが、現在に至るまで主に統語
論的な観点からしかアプローチされてこなかった。本研究では、まず、統語論的アプローチが本当に妥当である
かを検証する。そして、関連付けの解釈的側面を考慮した上で、意味論・語用論的アプローチがより妥当である
ことを示し、提案された分析の経験的・理論的帰結を考察する。

研究成果の概要（英文）：This study aims to analyze some phenomena involving focus particles in 
Japanese, such as mo, wa, and sae. It is particularly discussed how focus particles get associated 
with focused elements (e.g. Kuroda 1965, Aoyagi 1998). Since Kuroda (1965), this question has been 
an important issue, and only approached in terms of syntax. This study begins by addressing whether 
the syntactic approach is really tenable, and then argues that a semantic/pragmatic approach is more
 valid, because it naturally derives some interpretive properties of association with focus. This 
study concludes by considering what empirical and theoretical consequences its proposals carry.

研究分野：言語学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、日本語焦点助詞の「焦点との関連付け」という現象を意味論・語用論の観点から体系的に再考する取
り組みである。よって、学術的には、これまで主に統語論の観点からしか分析されてこなかった「焦点との関連
付け」の解釈的側面を理論化しているという点で意義がある。また、この理論化に伴って、本研究は日本語焦点
助詞の意味内容や使用条件も正確に記述している。よって、社会的には、例えば日本語教育など焦点助詞を取り
扱う教育現場において、学習者により正確な知識提供を可能にするという点で意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
日本語の焦点助詞は、英語の also、only のような焦点副詞と同じように、「焦点との関連付
け」という振る舞いを示す (cf. Jackendoff 1972、Rooth 1985 等)。すなわち、焦点助詞は「音
韻的な主強勢を構造的に含むような焦点要素」と関連付けられながら、その要素に関わる代替命
題を作り出す。先行研究では、この焦点との関連付けを決定する条件として、「C 統御条件」が
広く仮定されてきた (Kuroda 1965、Aoyagi 1998、Kotani 2008 等)。つまり、「焦点助詞は、そ
れが C統御する焦点要素とのみ関連付けられる」という条件である。その一方で、Kuroda (1965) 
が指摘するように、関連付けが成功している場合でも、C統御条件に違反している例がある。具
体的には、焦点助詞が一見 C統御していない焦点要素でも関連付けが成立する場合がある。この
ように焦点助詞が焦点要素を C統御していない例に対して、Aoyagi (1998) は「焦点助詞が非
顕在的移動によって焦点要素を C統御できる位置まで移動する」という分析を提案している。例
えば、追加助詞「も」は、時制主要部 Tまで非顕在的に移動できると主張されるため、顕在的に
C統御していない焦点要素とも関連付けが行えると予測することができる。このように、焦点要
素との関連付けは、「焦点助詞の非顕在的移動」を前提にした「C 統御条件」に基づくメカニズ
ムとして捉えるのが、これまでの主流な分析として仮定されている (Kuroda 1965、Aoyagi 1998、
Kotani 2008 等)。 
 
２．研究の目的 
本研究では、まず、焦点との関連付け問題に対して統語論的アプローチが妥当ではないという
ことを示す。特に、焦点助詞の非顕在的移動の経験的不備を指摘し、焦点との関連付け問題に対
して意味論・語用論的アプローチがより妥当であることを示す。よって、本研究の目的は、焦点
助詞の意味論・語用論を、焦点との関連付け問題に対応できるレベルまで明示することである。 
 
３．研究の方法 
本研究では、統語論的アプローチが妥当ではないことを示すために、統語論的アプローチの下
で「可能」と予測される関連付けパターンを検証し、その予測の一部が間違っていることを示す。
具体的には、以下の三つの構造で関連付けが可能かどうかを検証する。 
 
[1] 焦点助詞の顕在的位置が焦点要素を C統御する場合、関連付けは可能か？ 
[2] 焦点助詞の顕在的位置が焦点要素に含まれる場合、関連付けは可能か？ 
[3] 焦点助詞の顕在的位置が焦点要素に含まれず C 統御もしない場合、関連付けは可能か？ 
 
[1]の関連付けは Downward Association、[2]の関連付けは Upward Association、[3]の関連付け
は Sideward Association と呼べるパターンである。もし焦点助詞が非顕在的に移動できるな
ら、全ての関連付けパターンが可能と予測される。本研究では、[3]のパターンが不可能である
ことを指摘し、焦点助詞の非顕在的移動が誤った予測をすることを示す。また、この議論を通し
て、焦点助詞の非顕在的移動を前提にする C統御条件にも経験的不備があることを示す。 
 
４．研究成果 
(1)  2018 年度は、焦点助詞の一つで追加の意味を表す「も」について、二つの問題に取り組ん
だ。一つ目は、「も」はどのように焦点との関連付けを行うのか。二つ目は、「も」はなぜ否定の
作用域の下で解釈されえないのか。これらの問題は、先行研究では統語論的な説明が提案されて
きた (一つ目については Kuroda 1965、Aoyagi 1998 等、二つ目については Hasegawa 2005、
Miyagawa 2007 等)。しかし、本研究では、その説明の経験的不備を指摘し、かつ、意味論・語用
論的な説明を提案した。その提案は、「も」の解釈メカニズムが「断定命題を含意するような代
替命題」を作り出すという発想を形式化したもので、二つの問題に対して統一的なアプローチを
可能にしている。以上の研究成果、特に一つ目の論考は、本研究の目的である「関連付け現象へ
の統語論的アプローチの検証」と「意味論・語用論的アプローチの展開」を試みたものである。
重要なことに、この試みの妥当性は、二つ目の論考で議論するように、別の異なる現象にも同様
のメカニズムで説明を与えるという点で支持される。 
 
(2)  2019 年度は、まず、焦点助詞の構成的意味論を可能にするための研究を行った。特に、そ
の意味タイプを明らかにするために、事例研究として「名詞＋も」の意味タイプに関する分析を
行った。この分析では、Kobuchi-Philip (2009, 2010) の「名詞＋もは、修飾子タイプ」という
考え方に反論し、その代案として「名詞＋もは、量化子タイプ」という提案をしている。次に、
焦点との関連付け問題に対する意味論・語用論的アプローチの更なる展開を目指して「焦点助詞
の範疇横断性の問題」に一部取り組んだ。この問題は「焦点助詞はなぜ様々な統語範疇を一律に
付加対象として許容できるのか」というものである。この問題に対しては、少なくとも二つのア
プローチが提案されているが (Kuroda 1965、Rooth 1985)、その二つのアプローチはこれまで批
判的な検証がされてこなかった。本研究では、それらのアプローチの経験的不備を指摘しており、
また、本研究が提案してきた意味解釈メカニズムを維持しながら、焦点助詞の意味タイプの柔軟
性を可能にする理論を一部提案した。  
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